
追悼 Gary Webb 先生 

 

成人先天性心疾患の世界的パイオニアであります Gary Webb 先生が 2021 年 10 月 19 日に

ご逝去されました。日本の成人先天性心疾患の診療や研究、そして教育にも大きな影響を与

えられ、多くの日本人からも愛された Gary Webb 先生に心から哀悼の意を表します。 
ここでは、多大なる功績を残されました Gary Webb 先生のあゆみについて振り返らせて

頂きたいと思います。 
Gary Webb 先生は 1943 年に 1 月 3 日にカナダのモントリオールで出生されました。カナダ

の McGill 大学を卒業後、Royal Victoria Hospital でインターンシップを終了されました。1968
年からはトロントに移動して Wellesley Hospital と Toronto General Hospital でスタッフ医師と

してご勤務されており、キャリアの前半は循環器内科の卒後研修のディレクターとして尽力

されました。 
その後、トロントで Adult Congenital Heart Disease (ACHD) Program に参加され、1986 年か

ら 2004年まではACHD部門のディレクターとして世界的に影響のある仕事を数多くされて

きました。とくに、1996 年にカナダ循環器学会でのガイドライン発表にはじまり、世界に

先駆けて web での最新の ACHD 情報の発信、Canadian Adult Congenital Heart (CACH) Network
や International Society for Adult Congenital Heart Disease (ISACHD)を創設、そして ACHD 領域

で欠かすことの出来ない教科書である“Diagnosis and Management of Adult Congenital Heart 
Disease”を刊行（現在は第 4 版）されています。さらに教育活動にも大変ご尽力なさり、web
講演会の草分け的存在で現在では Heart University として知られるシステムを構築され、ま

た Congenital Heart International Professionals’ (CHiP) Network のチーフエディターとして世界

の先天性心疾患の医師、研究者をつなぎ情報発信する場を構築してこられました。 
2004 年にトロントを去られてからは、ペンシルベニア大学の ACHD 部門のディレクター

を 2009 年まで務められ、その後 Cincinnati Children’s Hospital で ACHD プログラムを創設さ

れました。そして、2017 年には再びトロントに戻られて、診療や教育に携わられておりま



した。 
このように Gary Webb 先生は素晴らしい臨床医、研究者、そして教育者として偉大な業績

を残されています。加えて医療者の世界的なネットワーク構築のみならず、患者様への情報

提供体制も構築され、その功績は計り知れません。日本成人先天性心疾患学会でもたびたび

ご講演いただき，将来の日本の ACHD 医療の中心となる医師を育てていただきました。こ

こに日本成人先天性心疾患学会を代表して，Gary Webb 先生に心からの感謝申し上げるとと

もにお悔やみ申しあげます。 
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